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Q：イエス・キリストは、死んで三日目に復活し
たと言われていますが、復活の体は本当にあるの
ですか。信じがたい気がします。
復活の体とは、どういうものですか。

A : 壁や扉をすり抜け、地上のように食物を摂る
必要がなく、永遠に朽ちないと、聞いただけでワ
クワクするような復活の体。余りにも今のこの状
態と違うので、信じられない？かもしれません。
でも、復活のイエス様に起こったことが、信じる
者にも起こるというのはなんという希望でしょう。
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1 . 今私たちが持っている体は、地上で生きるのに適した体です。

地上の体は、アダムを経由して与えられたものです。すべての人は、
アダムの子孫です。地上の体は、最初は死ぬことのない体として造
られましたが、アダムの堕落によって、死ぬべき体になってしまい
ました。今私たちが持っている地上の体は、有限なもの、死ぬべき
もの、朽ちていくものです。死の現実から免れる人は、一人もいま
せん。

2.復活の体は、天上で生きるのに適した体です。

地上の体と復活の体を対比した聖書箇所は、Ⅰコリ15章35節〜54
節です。

その箇所でパウロは、今私たちが持っている体を「地上のからだ」
「血肉のからだ」と呼び、復活の体を「天上のからだ」「御霊のか
らだ」と呼んでいます。「御霊のからだ」と呼んではいますが、こ
れは「霊だけでできた体」という意味ではなく、天上で生きるのに
適した体という意味です。つまり、死ぬことのない体なのです。
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復活の体の特徴は、イエス・キリストの復活の記録を読めば、ある
程度分かります。

①イエスの復活の体は、弟子たちが触れることのできるものでした
が、同時に、壁や扉をすり抜けて移動できるものでした。つまり、
地上の物理的制約に縛られていないということです。

②イエスの復活の体は、食物を摂取することのできるものでしたが、
地上の体のように食物がなければ生存できないようなものではあり
ませんでした。

③地上の体と復活の体には、連続性と断絶性があります。つまり、
朽ちる体が朽ちない体に変化したという意味では断絶しているので
すが、見かけが似ているという意味では連続性があります。

2020/11/2恵比寿マンディ



3. 復活の体を得る唯一の方法は、イエス・キリストを救い主と信じるこ
とです。

生まれたままの私たちは、最初のアダムにつながっています。私たちは、
アダムにあって罪を犯し、死んでいくのです。

イエス・キリストは、最後のアダムと呼ばれています。イエス・キリスト
を信じた人は、最初のアダムとの関係を断ち切り、最後のアダムにつな
がったのです。

私たちは、最後のアダムであるイエス・キリストの内にあって、罪の赦し
と永遠の命の約束を得ます。イエス・キリストを信じる人は、やがて復活
の体（栄光の体）を得て、永遠に神とともに住まうようになります。

（参考になる聖句）

聞きなさい。私はあなたがたに奥義を告げましょう。私たちはみな眠るわけでは
ありませんが、みな変えられます。終わりのラッパとともに、たちまち、一瞬の
うちに変えられます。ラッパが鳴ると、死者は朽ちないものによみがえり、私た
ちは変えられるのです。（1コリ15：51〜52）

復活の体とは、朽ちることのない体です。
出典：3分でわかる聖書Q182「復活の体とはどういうものですか。」
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